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新園舎で、楽しい園生活がスタート！新園舎で、楽しい園生活がスタート！

　待ちに待った2年保育が実施される「元気っ子幼稚園」の園舎
がこのほど完成し、4月9日、初めての入園児を迎えて、輝かしい
「平成21年度入園式」が執り行われました。
　園児は、すべてが初めてのことばかりで、落ち着かないようす
でしたが、式が始まり、名前を呼ばれると元気に「はい！」と大きな
返事をして、立派な態度で参加することができました。

「元気っ子幼稚園」で入園式「元気っ子幼稚園」で入園式
「小美玉市立元気っ子幼稚園」園舎が完成
小美玉市区長会総会
パスポート申請が市役所でできます
特定健康診査（個別健診）ほか
防音サッシ工事助成
わだい
情報ガイド
けんこうビュー
四季の歌
小美玉市の歴史を知ろう

………2
…………………………………4・5

………………7
…………………8・9

……………………………………11
…………………………………………………12・13

……………………………………………14・15
……………………………………………17

……………………………………………………18
……………………………19



2

　

小
川
地
区
に
あ
っ
た
４
つ
の
幼
稚
園

（
小
川
、
野
田
、
吉
影
、
橘
）
を
統
合
し
、

新
た
に
小
川
地
内
（
小
川
２
３
４-

１
）

に
新
設
し
て
い
た
「
小
美
玉
市
立
元
気
っ

子
幼
稚
園
」（
加
瀬
博
正
園
長
）
が
こ
の

ほ
ど
完
成
し
、
４
月
９
日
、
開
園
式
お
よ

び
入
園
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

元
気
っ
子
幼
稚
園
は
、
扇
型
の
園
舎
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
設
計
。
ど
の
教
室
か
ら
も

屋
外
運
動
場
が
見
渡
せ
、職
員
室
か
ら
は
、

児
童
や
来
訪
者
の
確
認
が
容
易
で
あ
る
な

ど
、
子
ど
も
の
安
全
を
守
る
安
心
で
明
る

い
教
育
環
境
が
確
保
さ
れ
た
開
放
的
な
建

物
で
す
。

　

同
園
は
敷
地
面
積
１
６
，４
５
９
．８
４

平
方
メ
ー
ト
ル
（
う
ち
屋
外
運
動
場
３
，

６
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
１
階
建
て
。
延
床
面
積
２
，

４
４
７
．０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
。
防
音
施

工
の
保
育
室
（
８
室
）、
プ
レ
イ
ル
ー
ム

（
２
４
８
．１
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
会
議

室
、
保
健
室
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
（
２
７
７
．

９
９
平
方
メ
ー
ト
ル
）、
預
り
保
育
室
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ち
い
さ
な

部
屋
（
３
室
）、
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
の
中
庭

（
５
５
８
．０
９
平
方
メ
ー
ト
ル
）
な
ど
子

ど
も
た
ち
が
喜
び
そ
う
な
楽
し
い
空
間
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。
保
育
定
員
は
、年
中（
４

歳
）
児
１
０
０
名
、
年
長
（
５
歳
）
児

「小美玉市立元気っ子幼稚園」園舎が完成

１
２
０
名
で
、
園
児
の
送
迎
は
専
用
バ
ス

で
行
わ
れ
ま
す
。

　

同
月
26
日
に
行
わ
れ
た
竣
工
式
で
は
、

島
田
市
長
が
「
幼
児
期
の
教
育
は
と
て
も

大
事
。
ベ
テ
ラ
ン
の
教
員
が
揃
い
、
教
育

環
境
の
整
っ
た
こ
の
幼
稚
園
が
元
気
っ
子

の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
元
気
で
笑
い
声
の
あ

ふ
れ
る
幼
稚
園
と
な
る
よ
う
、
今
後
と
も

関
係
者
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
沼
田
教
育
委
員
長
は
「
子
ど
も
を

預
け
る
だ
け
で
は
な
く
、
幼
稚
園
、
保
護

者
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
に
取
り

組
め
る
素
晴
ら
し
い
幼
稚
園
と
な
る
よ

う
、
力
を
入
れ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

▲扇型の園舎

▲ウッドデッキの中庭

▲ランチルーム

平成 21年 5月 14日　広報おみたま
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長
い
間
、
作
業
環
境
の
整
っ
た
場

所
へ
の
移
転
が
望
ま
れ
て
い
た
「
つ

ば
さ
作
業
所
」
が
、
こ
の
ほ
ど
医
療

セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
一
角
に
完
成

し
、
４
月
２
日
、
島
田
市
長
、
伊
能

淑
郎
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
を
は
じ

め
、
小
倉
孝
芳
心
身
障
が
い
児
父
母

の
会
会
長
、
利
用
者
や
保
護
者
、
行

政
関
係
者
な
ど
が
集
ま
り
開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
「
つ
ば
さ
作
業
所
」
は
、

小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
内
の
一
室
を
利

用
し
、
狭
い
中
で
の
作
業
活
動
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
利
用
者
数
も
10
名
以

下
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り

ま
し
た
。

　

利
用
者
や
保
護
者
の
方
か
ら
、

「
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
作
業
所
に

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
等
を
受

け
、
以
前
の
国
保
中
央
病
院
当
直
医

師
用
の
建
物
を
利
用
し
、
作
業
ス

ペ
ー
ス
や
ト
イ
レ
を
快
適
な
広
さ
に

広
げ
、
ま
た
車
椅
子
の
方
も
利
用
し

や
す
い
よ
う
に
段
差
を
無
く
し
、
玄

関
に
ス
ロ
ー
プ
を
設
け
る
等
の
改
修

工
事
が
全
面
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
駐
車
場
も
確
保
で
き
、
日
当

た
り
の
よ
い
明
る
い
作
業
所
が
完
成

し
ま
し
た
。

　

市
で
は
障
が
い
が
あ
る
人
も
な
い

人
も
、
地
域
で
互
い
に
支
え
あ
い
、

生
き
生
き
と
活
動
で
き
る
よ
う
、
ま

た
障
が
い
の
あ
る
人
も
持
て
る
能
力

を
最
大
限
に
発
揮
し
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

障
が
い
福
祉
政
策
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

新
し
く
な
っ
た
つ
ば
さ
作
業
所

で
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ

の
能
力
に
応
じ
た
生
活
訓
練
や
就
労

訓
練
を
行
い
、交
流
を
深
め
な
が
ら
、

自
信
と
生
き
が
い
を
見
つ
け
、
積
極

的
に
社
会
に
参
加
さ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

開
所
式
で
は
、
島
田
市
長
が
「
明

る
く
す
ば
ら
し
い
施
設
で
利
用
者
同

士
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
生
き
が
い

を
見
つ
け
、
積
極
的
に
社
会
に
参
加

し
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
つ
ば
さ
作

業
所
の
新
し
い
出
発
を
喜
び
ま
し

た
。
式
の
後
、
作
業
所
で
行
わ
れ
た

祝
賀
会
に
は
利
用
者
が
大
勢
参
加
し

て
、「
新
し
く
な
っ
て
、
毎
日
通
う

の
が
楽
し
み
で
す
」
と
嬉
し
そ
う
に

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

ど
、
熱
意
を
も
っ
て
人
権
擁
護
活
動

の
推
進
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

　

４
月
14
日
、
福
田
智
子
さ
ん
（
竹

原
）
が
来
庁
し
、
島
田
市
長
に
法
務

大
臣
表
彰
受
賞
の
報
告
を
さ
れ
ま
し

た
。

　

福
田
さ
ん
は
、
人
権
擁
護
に
対
す

る
深
い
理
解
者
と
し
て
、
昭
和
62
年

６
月
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
21
年
６

カ
月
（
７
期
）
の
長
き
に
わ
た
り
、

教
職
に
あ
ら
れ
た
豊
富
な
経
験
を
生

か
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
の
人
権
相

談
活
動
や
啓
発
活
動
に
積
極
的
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権
被

害
者
の
救
済
に
も
ご
尽
力
さ
れ
る
な

　

３
月
27
日
、
市
役
所
議
会
委
員
会

室
に
お
い
て
各
女
性
団
体
の
代
表
者

12
名
が
出
席
し
て
「
お
み
た
ま
ハ
ー

モ
ニ
ー
連
絡
会
」
発
足
式
お
よ
び
会

議
が
開
か
れ
ま
し
た
。
会
議
で
は
、

同
連
絡
会
の
運
営
方
針
や
役
員
選

出
、
並
び
に
事
業
内
容
等
に
つ
い
て

の
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
発
足
式
の
後
、「
女
性
サ

ロ
ン
」
が
開
か
れ
、
島
田
市
長
と
約

１
時
間
に
わ
た
り
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
代
表
者
は
、
島
田
市
長

に
女
性
の
立
場
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
要

望
を
伝
え
た
り
、
市
政
に
つ
い
て
の

質
問
を
す
る
な
ど
有
意
義
な
時
間
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

元
気
っ
子
幼
稚
園
の
園
歌
（
作
詞
）
と

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
園
章
）
を
募
集
し
て

お
り
ま
し
た
が
、
多
数
の
応
募
作
品
の
中

か
ら
、
園
歌
（
作
詞
）
に
つ
き
ま
し
て
は

古
宇
田
惠
美
子
さ
ん
（
小
美
玉
市
小
川
）、

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
園
章
）
に
つ
き
ま
し

て
は
工
藤
和
久
さ
ん
（
青
森
県
弘
前
市
在

住
）
の
作
品
に
決
ま
り
ま
し
た
。
な
お
、

園
歌
の
作
曲
に
つ
い
て
は
、
高
野
和
之
さ

ん
（
小
美
玉
市
中
延
）
に
よ
る
も
の
で
す
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
こ
の
園
歌
は
、
明
る
く

楽
し
く
元
気
な
園
児
た
ち
に
よ
っ
て
歌
い

継
が
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
（
園
章
）
に

つ
き
ま
し
て
も
、
元
気
っ
子
幼
稚
園
に
集

う
子
ど
も
た
ち
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
と

と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
に
も
親
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
作
品
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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新
た
な
福
祉
作
業
活
動
の
拠
点
と
し
て

市
長
と
気
軽
に
意
見
交
換

　
　
　
　
　
「
女
性
サ
ロ
ン
」を
開
催

法
務
大
臣
表
彰
を
受
賞

　
　
　

  　

  

人
権
擁
護
委
員
の
福
田
智
子
さ
ん

　
　
　

元
気
っ
子
幼
稚
園
園
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

作
詞　

古
宇
田
惠
美
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

作
曲　

高
野　
和
之

一
、
お
は
よ
う　

元
気
な　

小
川
の
子

　
　

お
ひ
さ
ま　

先
生　

お
と
も
だ
ち

　
　

に
こ
に
こ　

え
が
お
で　

ご
あ
い
さ
つ

　
　

今
日
も　

た
の
し
い　

よ
う
ち
え
ん

　
　

元
気　

元
気　

元
気
っ
子

　
　

元
気
っ
子
よ
う
ち
え
ん

二
、
が
ん
ば
れ　

元
気
な　

小
川
の
子

　
　

か
け
っ
こ　

ぶ
ら
ん
こ　

す
べ
り
だ
い

　
　

み
ん
な
で　

な
か
よ
く　

あ
そ
ぼ
う
よ

　
　

ひ
と
り
じ
ゃ
な
い
よ　

な
か
な
い
で

　
　

元
気　

元
気　

元
気
っ
子

　
　

元
気
っ
子
よ
う
ち
え
ん

三
、
わ
に
な
れ　

元
気
な　

小
川
の
子

　
　

な
か
よ
く　

た
の
し
く　

た
す
け
あ
う

　
　

き
ら
き
ら　

お
空
に
さ
く
ゆ
め
は

　
　

み
ん
な
で　

つ
な
い
だ　

に
じ
の
は
し

　
　

元
気　

元
気　

元
気
っ
子

　
　

元
気
っ
子
よ
う
ち
え
ん

園
歌
、
園
章
が
決
定

　
　
　

  

し
ま
し
た
！

園
歌
、
園
章
が
決
定

　
　
　

  

し
ま
し
た
！

　　　

小
美
玉
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
「
つ
ば
さ
作
業
所
」が
完
成
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4
月
18
日
、
四
季
文
化
館
（
み

の
〜
れ
）風
の
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

平
成
21
年
度
小
美
玉
市
区
長
会
総

会
が
開
催
さ
れ
、総
会
に
先
立
ち
、

新
任
区
長
45
名
へ
の
委
嘱
状
交
付

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
平
成
20
年
度
の
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
会
計

監
査
報
告
と
平
成
21
年
度
事
業
計

画
（
案
）
並
び
に
収
支
予
算
（
案
）

の
審
議
、
役
員
の
一
部
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ま

で
区
長
と
い
う
重
責
を
担
わ
れ
、

今
回
退
任
さ
れ
る
皆
さ
ま
45
名
に

島
田
市
長
か
ら
感
謝
状
の
贈
呈
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
執
行
部
よ
り
区
長
の

皆
さ
ま
に
今
年
度
と
り
ま
と
め
を

い
た
だ
く
各
種
事
業
の
説
明
と
質

疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、

区
長
の
皆
さ
ま
か
ら
は
区
長
の
下

に
届
い
た
地
域
住
民
の
声
や
さ
ま

ざ
ま
な
要
望
、
検
討
案
件
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
緑
川
忠
雄
区
長
会
長

を
中
心
と
す
る
新
役
員
体
制
の
も

と
、
地
域
の
ま
と
め
役
、
そ
し
て

地
域
と
行
政
を
結
ぶ
パ
イ
プ
役
と

し
て
ご
尽
力
い
た
だ
く
区
長
会
役

員
並
び
に
１
１
９
行
政
区
の
区
長

は
次
の
方
々
で
す
。

【
区
長
会
役
員
】

★
は
新
役
員　

会　

長　
　

緑　

川　

忠　

雄

副
会
長　
　

中　

根　

要　

樹

　

〃　
　
　

稲　

田　
　
　

弘

　

〃　
　
　

中　

島　
　
　

淨

理　

事　
　

沼　

田　

俊　

男

　

〃　
　

★
篠　

崎　

正　

和

　

〃　
　
　

上　

田　
　
　

稔　

監　

事　
　

久
保
田　

雄　

候

　

〃　
　

★
前　

川　
　
　

忠

　

〃　
　
　

伴　
　
　
　
　

勇

会　

計　
　

村　

山　

尚　

武

　

〃　
　

★
小　

林　

晃　

一

書　

記　
　

石　

田　

幹　

治

　

小
美
玉
市
に
は
、
1
1
9
の
行

政
区
（
小
川
51
地
区
、
美
野
里
49

地
区
、
玉
里
19
地
区
）
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
や
、
伝
統
・
文
化
の

継
承
な
ど
、
特
色
あ
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
小
美
玉
市
で
交

流
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
行
政
区

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

秘
書
広
聴
課

　

☎
48

－

1
1
1
1

　
　

内
線
1
2
2
1
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行
政
区
に

　
　

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

平
成
21
年
度
小
美
玉
市
区
長
会
総
会
を
開
催

平成21年度　小美玉市区長一覧（行政区順、敬称略）
学 区 No 行政区名 氏　　名

小　
　
　

川

1 本 田 町 柴　崎　裕　夫
2 中 田 宿 下山田　武　男
3 大　　町 服　部　弘　一
4 川　　岸 山　本　　　洋
5 横　　町 片　岡　　　浩
6 橋　　向 小　島　健　一
7 坂　　上 田　村　勝　男
8 坂　　下 上　田　理　裕
9 二 本 松 片　田　友　宏
10 下 馬 場 藤　本　忠　助
11 小　　塙 後　藤　静　夫
12 立　　延 郡　司　克　征
13 中　　根 大　枝　庄　一
14 下田（一） 久保田　雄　候
15 下田（二） 飯　田　勝　夫

学 区 No 行政区名 氏　　名

小　

川

16 宮　　田 押　手　　　薫
17 幡　　谷 幡　谷　文　雄
18 川　　戸 内　田　　　晋

野　
　

田

19 稲 荷 坪 沼　田　俊　男
20 野田本田 沼　田　金　壽
21 新　　林 坂　井　宗　德
22 野田古新田 中　村　幸　一
23 隠　　谷 谷　口　克　巳
24 鷺　　沼 櫻　井　浩　一
25 伏　　沼 藤　井　　　操
26 山　　川 信　戸　勝　夫

上
吉
影

27 世　　楽 八文字　忠　雄
28 佐　　才 濱　野　克　巳
29 上 吉 影 森　島　和　夫
30 前　　原 國　井　一　太
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学 区 No 行政区名 氏　　名
上
吉
影

31 飯　　前 眞　家　文　夫
32 上　　合 中　根　要　樹

下　

吉　

影

33 前　　野 清　宮　松　男
34 宿 小松﨑　長　男
35 下吉影荒地 田　山　敏　夫
36 下吉影本田 細　谷　重　男
37 貝　　谷 宮　﨑　俊　夫
38 下吉影南原 石　田　幹　治
39 下吉影古新田 井　川　文　夫
40 百里自営 小野寺　𠀋　司
41 百里開拓 宮　澤　　　昭

橘

42 羽 木 上 戸　塚　祥　一
43 与　　沢 村　山　尚　武
44 外 之 内 長　島　正　文
45 倉数川前 藤　﨑　好　幸
46 倉数川向 岡　部　　　衛
47 与沢百里 小野木　　　伸
48 清 水 頭 藤　岡　　　勉
49 山　　野 石　田　正　治
50 田 中 台 清　水　健　二
51 小川ニュータウン 伊　藤　秀　喜

堅　
　

倉

52 堅　　倉 加　藤　吉　博
53 大　　曲 田谷野　次　夫
54 仲　　丸 前　川　　　忠
55 西 明 地 木　村　和　男
56 小 岩 戸 滑　川　　　隆
57 上小岩戸 嶋　田　千　広
58 西 郷 地 井　坂　　　佑
59 柴　　高 立　原　　　明
60 上 鶴 田 浅　野　和　男
61 下 鶴 田 浅　野　敦　郎
62 長　　砂 白　田　　　昭
63 三　　箇 清　水　義　男
64 先　　後 深　作　仲　雄
65 橋 場 美 倉　田　元　信
66 清 風 台 藤　﨑　良　浩

納　
　

場

67 張　　星 井　坂　善　長
68 部　　室 秋　葉　勝　美
69 納　　場 小　林　繁　茂
70 江　　戸 松　嶋　一　夫
71 江戸住宅 緑　川　忠　雄
72 羽　　刈 松　本　義　則
73 五 万 堀 及　川　浩　司
74 北　　浦 小　林　敏　男
75 高　　田 山　中　𠮷　夫

学 区 No 行政区名 氏　　名

納　

場

76 手　　堤 小　里　栄　次
77 大　　笹 岩　渕　　　勇
78 寺　　崎 篠　崎　正　和

竹　
　

原

79 竹　　原 川　島　忠　利
80 竹原下郷 稲　田　　　弘
81 中 野 谷 斎　藤　　　要
82 上 馬 場 清　水　正　一
83 竹原中郷 小　片　秀　昭
84 小 曽 納 櫻　井　　　浩
85 花 野 井 小　林　郁　男
86 中　　台 宮　内　晃　一
87 希望ヶ丘 宮　川　重　明

羽　
　

鳥

88 大　　谷 細　谷　卓　司
89 金谷久保 島　田　幸　次
90 十 二 所 佐々木　正　城
91 高　　場 小　林　晃　一
92 羽　　鳥 岡　﨑　忠　雄
93 脇　　山 前　島　良　雄
94 花　　館 村　田　　　誠
95 駅　　前 久保田　晴　信
96 東　　平 前　野　惠美子
97 旭 石　岡　和　夫
98 羽 刈 前 奥　村　　　進
99 羽鳥市営住宅 長　嶺　　　学
100 中　　峰 山　口　　　誠

玉
里
東

101 岡 上　田　　　稔
102 大井戸平山 滝　平　佳　司
103 川 中 子 橋　本　英　一

玉　
　

里

104 上 高 崎 矢　口　長　彦
105 下 高 崎 大　槻　良　明
106 玉里中台 磯　　　行　雄
107 松　　山 髙　﨑　芳　行
108 第二東宝 岡　井　禎　浩
109 大　　宮 伴　　　　　勇
110 田木谷駅前 高　橋　良　男

玉　

里　

北

111 田 木 谷 鶴　町　庄　二
112 新田木谷 中　島　　　淨
113 栗又四ケ 小　﨑　孝　則
114 みどり野 小　田　　　泰
115 第三東宝 古　澤　康　弘
116 玉里団地 大　宅　克　彦
117 野村田池 川　島　三千男
118 新高浜第一 關　澤　喜　昭
119 新高浜第二 幡　谷　　　捷
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寄
贈
先
：
市
内
の
小
中
学
校
（
16
校
）

美
野
里
公
民
館
／
小
川
図
書

館
／
玉
里
図
書
館
／
羽
鳥
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
羽
鳥
公

民
館
／
農
村
女
性
の
家
／
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

　

4
月
2
日
、
石
岡
地
区
交
通
安
全
協
会

の
谷
中
信
也
事
務
局
長
と
同
協
会
小
美
玉

連
合
会
の
木
名
瀬
裕
会
長
が
市
役
所
を
訪

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
の
交
通
安

全
を
願
い
、
市
内
の
全
小
学
校
12
校
に
贈

る
「
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
（
新
１

年
生
用
）
と
反
射
材
（
新
２
年
生
用
）」

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
、
常
陽
銀

行
美
野
里
支
店
の
石
橋
康

寿
支
店
長
が
訪
れ
、「
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
」
と

防
犯
ブ
ザ
ー
（
5
1
0
個
）

を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
の
野
山
や
池
な
ど
の
植
物
、

生
物
の
観
察
・
調
査
並
び
に
自
然
の
保

護
・
育
成
を
長
年
に
わ
た
り
続
け
ら
れ
て

い
る
「
小
美
玉
生
物
の
会
」（
矢
口
芳
光

副
会
長
）
が
、
4
月
14
日
、
市
役
所
を
訪

れ
、
D
V
D
『
小
美
玉
の
自
然
』
を
市
内

の
小
中
学
校
並
び
に
各
図
書
館
な
ど
の
施

設
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
D
V
D
『
小
美
玉
の
自
然
』
は
、

市
内
に
生
息
す
る
野
鳥
、
昆
虫
、
植
物
を

紹
介
す
る
も
の
で
、
小
中
学
生
向
け
に
作

製
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
人
の
方
で
興
味
の

あ
る
方
は
、
各
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

白
河
診
療
所
に
最
新
の
X
線
テ
レ
ビ
撮
影
装
置
お

よ
び
一
般
撮
影
装
置
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
）
一
式
が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

X
線
テ
レ
ビ
撮
影
装
置
を
導
入
し
た
こ
と
で
、
レ

ン
ト
ゲ
ン
の
画
像
を
テ
レ
ビ
画
面
で
確
認
し
な
が
ら

診
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
よ
り
正
確
で
迅

速
な
診
察
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
一
般
撮
影
装
置
は
、
歩
行
や
自
立
が
困
難

な
方
へ
の
配
慮
が
さ
れ

た
も
の
と
な
っ
て
い
ま

す
。
撮
影
に
か
か
る
時

間
も
短
縮
さ
れ
、
撮
影

し
た
画
像
も
デ
ジ
タ
ル

化
さ
れ
ま
す
の
で
、
よ

り
鮮
明
な
画
像
で
の
診

察
が
行
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

昭
和
24
年
（
１
９
４
９
年
）
６
月
１
日
に
人
権

擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合

会
は
、毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
の
周
知
と
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害

さ
れ
な
い
よ
う
常
に
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を
受
け
、
被

害
救
済
の
た
め
に
速
や
か
に
適
切
な
処
理
を
行
い

ま
す
。

　

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
来
る
６
月

１
日
に
「
全
国
一
斉
特
設
相
談
」
を
開
設
し
、
全

国
的
に
人
権
擁
護
委
員
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
小

美
玉
市
人
権
擁
護
委
員
連
絡
会
で
も
「
人
権
擁
護

委
員
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、
左
記
の
と
お
り
、
特

設
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
地
元
の
人
権
擁
護
委
員

が
、
人
権
問
題
等
で
お
困
り
の
方
の
ご
相
談
を
受

付
け
ま
す
。

　

な
お
、小
美
玉
市
に
は
市
長
か
ら
推
薦
さ
れ
て
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
人
権
擁
護
委
員
が
い

ま
す
。（
敬
称
略
）

開
設
日
時　

６
月
４
日
（
木
）　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場　
　

所　

玉
里
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
こ
の
ほ
か
毎
月
１
回
特
設
人
権
相
談
を
開
設
し

て
い
ま
す
。

　

藤　

田　

幹　

泰　
　
　

田　

山　

敏　

夫

　

細　

山　

美　

好　
　
　

大
和
田　
　
　

努

　

矢　

口　

明　

子　
　
　

伊　

藤　

伸　

吾

　

山　

本　

善　

也　
　
　

笹　

目　

秋　

子

　

野　

口　

政　

夫

水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

小
美
玉
市
人
権
擁
護
委
員
連
絡
会

小
美
玉
市
保
健
福
祉
部
社
会
福
祉
課

操作室

一般撮影装置X線テレビ装置

平成 21年 5月 14日　広報おみたま

子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
の
安
全
を
願
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

交
通
安
全
グ
ッ
ズ
、
防
犯
グ
ッ
ズ
を
寄
贈

D
V
D

『
小
美
玉
の
自
然
』
を
寄
贈

小美玉市国民健康保険

白 河 診 療 所

最
新
の

　

医
療
機
器
を
導
入
し
、

　
　
　

レ
ン
ト
ゲ
ン
室
の

　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

 ランドセルカバーと反射レッ
スンバックを寄贈する谷中事
務局長と木名瀬会長

可愛らしい犬型の防犯
ブザーを寄贈する石橋
支店長

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る

「
全
国
一
斉
相
談
」
を
実
施
し
ま
す
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　6月 1日（月）からパスポートの申請・交付窓口を市役所本庁市民課に開設します。
●パスポート申請・交付の受付日および時間
　受 付 日　月～金曜日（土日、祝日および年末年始などの閉庁日は除きます。）
　申請時間　午前 9時～午後 4時 45分
　交付時間　午前 8時 30分～午後 5時 30分
●申請・交付窓口　小美玉市本庁市民課窓口（小川・玉里総合支所での取扱いは行いません。）
●対象者　小美玉市に住民登録している方
●交付までの時間　申請日から 8日間（土日・祝日の閉庁日を除きます。）　　
●パスポートの申請 　
　 　パスポート申請を本人に代わって代理の方が行う場合は、「申請書類等提出委任申出書」
　の添付が必要になります。
●必要書類　
　 　一般旅券発給申請書・戸籍謄本または抄本 1通、身分を証明するもの（運転免許証など）、写真 1枚（縦
45mm×横 35mm、無背景、無帽、正面向きで 6カ月以内に撮影されたもの）、収入印紙、茨城県収入証紙（印
紙・証紙は市民課窓口でも販売します。）

●手数料（収入印紙、茨城県収入証紙の額）
種　類 収入印紙 茨城県収入証紙 手数料額

有効期間10年 １４,０００円 ２,０００円 １６,０００円
有効期間5年 　９,０００円 ２,０００円 １１,０００円
12歳未満用 　４,０００円 ２,０００円 　６,０００円

　 平成 21年 10月から公的年金より市県民税が天引き ( 特別徴収 ) されることに法律が改正されました。

対象となる方
　市県民税を納税する方（20年の年金支給で課税になる方）で下記に該当する方
　　年　齢：平成 21年 4月 1日現在で 65歳以上の方 生年月日が昭和 19年 4月 2日以前の方
　　年金額：年額 18万円以上の老齢基礎年金・老齢年金などを受けている方
　　対象外の年金：障がい年金・遺族年金等天引きの対象にはなりません。
対象とならない方
　以下の方は今までどおりの納付になります。
　　市外に住所を移された方、年の途中で確定申告を修正 ( 出し直した ) した方

年金以外の収入のある方
　年金以外の収入のある方（営業・農業・不動産・譲渡所得など）は次のいずれかの場合があります。
　　1. 今までどおりの納入　2. 年金分のみ天引きその他は今までどおり　3. 年金からの天引き

納入方法
　1 期・2期分　6月、8月の納入は今までどおり納入してください。
　3 期・4期分　3期・4期分を年金支給月の 10月・12月・2月から均等に天引きされます。
※詳しいことは、下記までお問い合わせください。

【問い合わせ】 税務課　市民税係　☎４８－１１１１　内線1124・1123

個人住民税の公的年金からの特別徴収制度が今年10月から始まります
何が変わるの？

これまでの銀行等で自ら納める方法から、社
会保険庁等が年金から特別徴収（天引き）を行
い、直接市町村へ納入する方法に変わります。
対象となる方は、銀行等に出向く必要がなく
なります。市町村では、事務の効率化が見込
まれます。

対象となる方は？
「65歳以上の公的年金受給者で、なおかつ
個人住民税の納税義務がある方」です。
なお、特別徴収となるのは、「年金所得に係
る税額」であり、給与など「年金以外の所得
に係る税額」は、これまでどおりの方法で
別途納税していただくことになります。

税負担は？
納税方法を変更するものですので、この制
度により新たな税負担は生じません。

税額などの詳しい内容は、6月中にお住ま
いの市町村から送付される「納税通知書」
をご確認ください。

※ 6月 1 日以降は、各パスポー
トセンターでのお取扱いはで
きなくなります。

広報おみたま　平成 21年 5月 14日

市民税の納付方法が変わります市民税の納付方法が変わります

【問い合わせ】 　市民課　☎４８－１１１１



8

　特定健康診査は集団健診・個別健診・人間ドックのいずれか一つを受診してください。個別健診をご希望の
方は、受診券・被保険者証・個人負担金をお持ちになり受診してください。
　実施期間は平成 21年 12月 31 日までとなります。健診結果については、医療機関から後日通知されます。

項　目 対　象　者 内　容　等 個人負担金

個別健診 40 歳～ 75 歳未満
尿検査、身体測定（腹囲を含む）、血圧、採血（脂
質・肝機能・血糖）
★満 65 歳以上の生活機能評価は実施しません

2,000 円

＊前年度の健診結果に基づき医師が必要と認めた場合に実施する項目　心電図・眼底・貧血

個別健診実施医療機関

医 療 機 関 名 住　　所 電話番号

石岡循環器科脳神経外科病院 小美玉市栗又四ケ1768－29 0299－58－5211
やまぐち医院 小美玉市栗又四ケ1747－10 0299－37－1055

小川南病院 小美玉市小川733 0299－58－1131

新澤医院 小美玉市堅倉995 0299－48－0034

小美玉市医療センター 小美玉市中延651－2 0299－58－2711

希望ヶ丘ひきクリニック 小美玉市中台843－10 0299－36－8101

米村脳神経クリニック 石岡市東石岡2－13－27 0299－26－7526

渡辺クリニック 石岡市東光台4－14－30 0299－26－7633

石岡診療所 石岡市国府2－4－9 0299－24－5080

柏木医院 石岡市石岡2158－3 0299－22－2874

関クリニック 石岡市府中3－1－7 0299－23－8300

ごとう内科 石岡市石岡1－14－1 0299－36－0510

川並クリニック 石岡市府中2－6－15 0299－22－3301

杉並クリニック 石岡市杉並2－2－19 0299－27－6700

石岡市医師会病院 石岡市大砂10528－25 0299－23－4113

山王台病院 石岡市東石岡4－1－38 0299－26－3130

斉藤病院 石岡市旭台1－17－26 0299－26－2131

田中クリニック 石岡市鹿の子1－11－10 0299－23－2288

岡崎内科医院 石岡市府中1－3－21 0299－22－2014

石岡ひかりクリニック 石岡市東大橋1898－5 0299－26－8055

芹澤医院分院 石岡市石岡3165－17 0299－22－2035

府中クリニック 石岡市府中5－11－1 0299－22－2146

藤井内科クリニック 石岡市鹿の子2－1－36 0299－35－5005
石岡第一病院 石岡市東府中1－7 0299－22－5151

★ 実施医療機関は、近隣の一部を掲載しました。他の医療機関もありますので、必要な方は、医療保険課まで
お問い合わせください。

●問い合わせ
　　　小美玉市　医療保険課　　国保係　　　☎４８－１１１１
　　　小川総合支所総合窓口課　総合窓口係　　
　　　玉里総合支所総合窓口課　総合窓口係

特定健康診査（個別健診）のお知らせ

平成 21年 5月 14日　広報おみたま
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　国民健康保険に加入している満 30歳以上（健診日現在）の方で、国民健康保険税を完納している世帯に属
する被保険者が対象です。あらかじめ、医療機関で希望健診日の申込みをしてください。市の集団健診・個別
健診を受けられる方は申込みできません。

★募集期間　　６月から随時
★募集定員　　人間ドック検診　３００名　　脳ドック検診　１００名　　
★申 込 先　　小美玉市役所　医療保険課　国保係
　　　　　　　小川総合支所、玉里総合支所　総合窓口課　総合窓口係
★申込方法　　医療機関で検診日の予約をする　⇒　市役所、総合支所の窓口で申請する
　　　　　　　　　　人間ドック・・保険証・印かん・健康診査受診券 (40 歳～ 75歳未満の方）
　　　　　　　　　　脳ドック・・保険証・印かん
★特定健診　　 40 歳～ 75 歳未満の方については、特定健康診査の項目が含まれます。65歳以上の方の生活

機能評価は実施しません。

医 療 機 関         　　　　 人間ドックと脳ドックの併用はできません（どちらか一方の助成となります）。

医 療 機 関 名 電話番号 実施期間 料　金 市補助金 一部負担金

人　

間　

ド　

ッ　

ク

㈶茨城県
　メディカルセンター

029－243－1111

H21.6. 1
～H22.2.28

特定健康診査は
H21. 6.  1
～H21.12. 31

39,900円

20,000円

19,900円

土浦協同病院付属診療所
農村健康管理センター

029－826－3221 40,370円 20,370円

石岡市医師会病院 0299－23－4113 38,050円 18,050円

石岡循環器科
脳神経外科病院

0299－58－5211 42,000円 22,000円

小川南病院 0299－58－1131 31,500円 11,500円

希望ヶ丘ひきクリニック 0299－36－8101 31,500円 11,500円

新澤医院 0299－48－0034 32,200円 12,200円

小美玉市医療センター 0299－58－2711 42,000円 22,000円

㈶筑波
　メディカルセンター

029－856－3500 40,110円 20,110円

脳
ド
ッ
ク

石岡循環器科
脳神経外科病院

0299－58－5211
H21.6. 1
～H22.3.31

25,200円
10,000円

15,200円

山王台病院 0299－26－3130 20,000円 10,000円

健診当日、一部負担金を健診機関へお支払いください。

●問い合わせ
　　　小美玉市　医療保険課　　国保係　　　☎４８－１１１１
　　　小川総合支所総合窓口課　総合窓口係　　
　　　玉里総合支所総合窓口課　総合窓口係

人間ドック・脳ドック健診の助成を行います

広報おみたま　平成 21年 5月 14日
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　楽しくウォーキングを学んで、脂肪をためにくい身体づくりを始めませんか !
これからウォーキングを始めたいという方、1人でウォーキングをするのは恥ずかしいという方、または、すで
にウォーキングを行っているけど効果が出にくいと感じている方も、もう一度基本から一緒に学びましょう。
　シューズの選び方から、ウォーキング前後の身体のお手入れ、水分補給・時間やペースの決め方など、ご家庭
でも継続してウォーキングができるように基本をしっかり学びます。また、食生活も含めて生活習慣改善のお手
伝いをいたします。この機会に、運動だけでなく食生活も含めて、日常生活を振り返ってみましょう。

　【対 象 者】　40～ 69歳の方で 3ヵ月継続して参加できる方（小美玉市に住民票がある方）
　　　　　　　※治療中の方は主治医の運動許可が必要です。
　【定　　員】　30名（市の運動教室が初めての方を優先とします）
　【料　　金】　1,000 円程度（3ヵ月分）
　　　　　　　　　・講習代・・・500円
　　　　　　　　　・保険料・・・500円程度
　【講　　師】　健康運動指導士・管理栄養士　　古仁所　祐子先生
　【会　　場】　四季健康館・四季の広場
　【日　　程】　全12回
　　　　　　　　7月・・・2日（木） 　　9日（木） 　16日（木）　 23日（木）　 30日（木）
　　　　　　　　8月・・・4日（火） 　20日（木） 　27日（木）
　　　　　　　　9月・・・3日（木） 　　8日（火） 　17日（木） 　24日（木）
　　　　　　　　　〈時　間〉　木曜日：午前9時 30分～ 11時 45分
　　　　　　　　　　　　　　火曜日：午後1時～ 3時 15分

　【申込期間】　6 月 9日（火）～ 19 日（金）
　【申込み・問い合わせ】　四季健康館　☎４８－０２２１（健康増進課）
　　　　　　　　　　　　※土日・祝日は除く
　　　　　　　　　　　　午前8時 30分～午後 5時 30分

⒈開催日時等
　■開催日時：６月11日（木）　午後から
　■集合場所：小美玉市役所および小川総合支所
　■出発時間：午後１時（小川総合支所は、午後１時20分）
　■見学場所：茨城空港ターミナル地区周辺など
　　　　　　　＊詳細は参加者が決定次第、事務局からご連絡します。
⒉定　員
　■定　　員　30名程度
　　　　　　　＊なお、小学生以下の方は、保護者の同伴が必　
　　　　　　　要となります。　　　　　　　
　　　　　　　＊定員になり次第、締め切らせていただきます。
⒊募集期間
　■５月22日（金）から定員になり次第終了。
　　＊募集開始前の申込み並びに事前予約などは行いません。

⒋応募方法
　　参加を希望する方は、以下の必要事項をご記入のうえ、 
　ファックスまたは電子メール等でお申込みください。申込み
　は先着順となりますので、お早めにお申込みください。
①郵便番号、住所、電話番号　②氏名、性別　③生年月日、年齢
④勤務先または学校名
　（役職名または学級名なども記入願います。）
⑤集合希望場所
⒌応募・問い合わせ（事務局）
　　〒319－0192　小美玉市堅倉835番地
　　小美玉市 市長公室 空港対策課内「茨城空港見学会」担当
　　☎48－1111　内線1171　　　FAX48－1199
    　電子メール　kuko@city.omitama.lg.jp
　　ホームページ　http://www.city.omitama.lg.jp/hyakuri/index.html

『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！『茨城空港見学会』参加者募集！
　市では、平成22年3月の開港に向けて工事が進む、首都圏の北の玄関口『茨城空港』への見学会の参
加者を募集します。参加ご希望の方は、以下の内容をご覧のうえご応募ください。なお、参加は無料です
が、先着順ですので、定員になり次第、締め切らせていただきます。お早めのご応募をお待ちしております。

平成 21年 5月 14日　広報おみたま
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小美玉市では、百里飛行場の民間共用化に伴う航空機騒音を軽減するため、昨年度に引続き、茨城県

と共同で、個人住宅の防音サッシ設置に要する工事費への助成を行います。対象となる工事および住宅

等は、以下のとおりです。ぜひ、ご活用ください。

◎申込みの対象となる住宅（図参照）

対　象　住　宅 補助金限度額 備考

75 Ｗ以上の区域において防衛施設庁告示（平成
元年６月30 日）後に新築された住宅

10 万円 国による防音工事の助
成を受けることのでき
ない住宅70 Ｗ～75 Ｗの区域に存在する住宅 ５万円

　

◎対象となる工事（新築のみならず増築・改築を含む）
　●防音ガラスを設置する工事

　●防音サッシ（窓枠含む）を設置する工事

　●内窓を設置する工事

　●その他遮音性および気密性の向上にかかる工事

　●上記の工事に係る付帯工事　等

　　〔工事を行う業者の選定および契約等は、申請者が行ってください。〕

　※ 対象となる住宅の所有者で、補助金の助成を希望する方は、制度の内容および添付書類等を確認の

うえ、お申込みください。詳しくは、下記の申込み・問い合わせ先までご連絡ください。

◎添付書類
　・ 建物評価証明書または建物登記簿謄本の写し

　・ 住民票謄本

　・  工事概要書（工事内容、工事箇所等を記載

したもの）

　・ 工事見積書

　・  使用材料一覧表（製造所および型番等を記

載したもの、カタログの写し）　

◎申込締切・・・・平成 22年１月 29 日（金）

◎申込み・問い合わせ
　小美玉市役所 市長公室 空港対策課

　☎４８－１１１１　内線１１７１　

　（ 申込用紙は市ホームページ、市役所および

小川総合支所に備えてあります。）

防音サッシ工事への助成を行います小川地区
の方へ

広報おみたま　平成 21年 5月 14日
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　昨年11月、ここ小美玉市で開催された「第23回国民文
化祭・演劇祭」でみごとな演技を披露した劇団「演劇Crew 

　3 月 15 日、美野里中学校武道館で近隣市町の中学校および
スポーツ少年団「第 3回小美玉市近隣市町村少年柔道大会」
が開催され、日ごろの練習で鍛えた力と技を競い合いました。
大会の上位入賞者は次のとおりです。

小学１年生の部（混合）  準優勝：金杉　蒼生（玉里少年柔道）
小学２年生の部（混合）優　勝：柏倉　　円（玉里少年柔道） 
　　　　　　　　　　　第３位：保田宗一郎（羽鳥柔道）
　　　　　　　　　　　　　　　磯部　端樹（羽鳥柔道）
小学４年生男子の部　　準優勝：矢口　直樹（玉里少年柔道）
　　　　　　　　　　　第３位：永井　史斗（羽鳥柔道）
小学５年生男子の部　　優　勝：小林　勇輝（羽鳥柔道）
　　　　　　　　　　　準優勝：塚原　康太（羽鳥柔道）
小学３・４年女子の部　優　勝：柏倉　琴音（玉里少年柔道）
　　　　　　　　　　　準優勝：加藤　萌乃（羽鳥柔道）
小学５・６年女子の部　優　勝：矢口　綾香（玉里少年柔道）
　　　　　　　　　　　第３位：土田　瑞季（羽鳥柔道）
中学１年男子の部　　　準優勝：安田　隆人（美野里中）
　　　　　　　　　　　第３位：紀ノ川慎也（美野里中）
中学２年男子の部　　　準優勝：宮澤　　貢（美野里中）
　　　　　　　　　　　第３位：井坂　優志（美野里中）

　3月 20 日、石岡市運動公園体育館において、小
美玉市剣道連盟主催の平成 20年度小美玉市小・中
学生剣道大会が県内の小・中学生約 800 名（監督
含む）が一堂に会し、盛大に開催されました。
　今大会には、134 団体（小学生 54団体、中学生
男子 46団体、中学生女子 34団体）が参加出場し、
熱戦が繰り広げられました。
　大会結果は、次のとおりです。

小学生の部
　優　勝　　（財）勝田若葉会
　準優勝　　芳明館
　第３位　　戸頭剣友会　堅倉剣道スポーツ少年団
中学生男子の部
　優　勝　　猿島中学校
　準優勝　　明光中学校
　第３位　　美野里中学校　国田中学校
中学生女子の部
　優　勝　　猿島中学校
　準優勝　　結城東中学校
　第３位　　常北中学校　岩間中学校

Cosmo’ s」が再結成し、新しいメンバーを加えて、４月４
日、５日の２日間、生涯学習センターコスモスで初公演を
行いました。
　初公演は、ルイス・キャロル作「不思議の国のアリス」
「鏡の国のアリス」をアレンジした作品で、マザーグース
の歌による赤木三郎台本の「ありす」が上演されました。
舞台の上では、不思議な旅のようすがコミカルに演出さ
れ、ありすの可愛らしさとありすが出会う奇妙な人たちや
物たちとの楽しい歌や踊りに、会場からは大きな拍手が
沸いていました。

平成 21年 5月 14日　広報おみたま
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　３月 17日、小美玉市消費生活の会小川支部（小川くら
しの会）で、百里基地周辺の清掃活動を行いました。
小川支部では、毎年、百里基地周辺の清掃活動を実施して
いますが、空き缶や
お弁当くず等の不法
投棄がなくなってい
ないのが現状です。
　大曽根支部長は、
「不法投棄がなくな
ることを願い、小美
玉市の住みよい地域
づくりのために清掃
活動を続けていきた
い」と話されまし
た。

　小美玉市交通安全母の会連合会（久保田テル会長）で
は、市内の各幼稚園入園式・小学校入学式にあわせて、
新入園児および新入生とその保護者に交通安全リーフ
レットを配布し、交通安全ミニ講話を行っています。
　小川小学校では小川支部の会員から入学式終了後、新
１年生に会員から集められた材料で作ったお手玉と交通
安全のリーフレットが配布されました。お手玉は、使う
ことにより脳が活性化される伝統的な遊びです。手作り
のぬくもりあるお手玉を手にして、子どもたちからは「あ
りがとう」と元気に大きな声でお礼がありました。
　久保田会長は、「交通事故のない明るいまちづくりを
推進するため、会員が協力し合い、幼稚園入園式・小学
校入学式時の交通安全教室をこれからも続けていきた
い」と話していました。

　卵の殻（から）を使って作品を仕上げる「第 11回ハッ
ピー・イースター　卵あそびコンテスト」（主催：卵あそ
びコンテスト実行委員会、審査委員長：田保橋　淳・多
摩美術大学名誉教授）の表彰式が、3月 21 日、イタリア
文化会館（東京都千代田区）で開催され、本市の小学生 2
人の作品が見事入賞し、表彰されました。
　「ハッピー・イースター　卵あそびコンテスト」は、春
の訪れを祝うイースターの象徴である「卵」をテーマに、
卵の殻（から）を使った工作作品と卵を使ったエッセイを
全国から募集し、作品の制作を通じて、親子のふれあいや
卵の殻（から）の再利用によるリサイクルの向上と創造性
の発達を目的に行われています。

アート部門　小学生の部
　審査員長賞　　　　　 野口拓丸さん（玉里北小 5年）
　特別賞（NHK会長賞）  吉川　輝さん（玉里北小 5年）

　　　　※学年は、3月 21日現在となります。

＊作品は、20ページに掲載

　４月９日、一般公募の 28名の参加者により、茨城空
港建設地と茨城空港のアクセス道路として整備が進む東
関東自動車道水戸線の工事現場の見学会が実施されまし
た。
　はじめに、茨城空港ターミナル地区で、空港の整備状
況や就航する航空会社などの説明の後、新設滑走路や現
在建設中のターミナルビルなどを展望しました。
　また、東関東自動車道水戸線の建設現場では、茨城町
内でネクスコ担当者による高速道路の整備状況の説明を
聞いた後、寛政川橋の建設現場を見学しました。
　参加者からは、「茨城空港から韓国に旅行に行きた
い」、「空港の近くまで高速道路ができて便利になる」な
どの意見が聞かれました。

広報おみたま　平成 21年 5月 14日
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山
林
保
全
の
た
め
植
林
等
を
希
望
さ

れ
る
方
に
、
県
か
ら
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

対 　

象

　

市
内
で
5
ア
ー
ル
以
上
の
森
林
等
へ

植
林
（
75
本
以
上
）、
下
刈
（
林
齢
1

〜
5
年
生
）、
除
間
伐
・
枝
打
ち
（
林

齢
11
〜
30
年
生
）
を
行
う
予
定
の
方
。

※
条
件

・ 

植
林
は
5
年
間
下
刈
を
す
る
こ
と
、

森
林
国
営
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
。

・ 

除
間
伐
は
森
林
国
営
保
険
に
加
入
す

る
こ
と
。

申
込
期
限　

5
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分
ま
で

そ
の
他

　

農
地
（
開
墾
地
等
）
へ
の
造
林
は
、

必
ず
農
業
委
員
会
で
農
地
転
用
手
続
き

を
し
て
か
ら
植
林
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

農
政
課
振
興
係

　

☎
4
8-

1
1
1
1

　
　

内
線
1
1
5
5

　

歯
科
医
師
が
入
れ
歯
や
イ
ン
プ
ラ
ン

ト
、
矯
正
、
歯
周
病
、
治
療
費
な
ど
歯
に

関
す
る
悩
み
や
質
問
な
ど
に
応
じ
ま
す
。

日　

時　

6
月
14
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
2
時
〜
5
時

受
付
電
話
番
号

　

☎
0
2
9-

8
2
3-

7
9
3
0

　

☎
0
2
9-

8
3
5-

0
7
3
7

相
談
料　

無
料

主　

催　

茨
城
県
保
険
医
協
会

　

総
務
省
で
は
、
6
月
1
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
電
波
利
用
環
境
保
護
周
知
啓

発
強
化
期
間
」
と
し
て
、
電
波
を
正
し

く
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
周
知
・

啓
発
活
動
お
よ
び
不
法
無
線
局
の
取
締

り
を
強
化
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
や
安
全
に
必
要
な
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
放
送
、
携
帯
電
話
、
警

察
・
消
防
・
救
急
用
無
線
な
ど
の
電
波

利
用
を
保
護
し
、
安
全
で
豊
か
な
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
電
波
は
ル
ー
ル

を
守
り
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

問
関
東
総
合
通
信
局

●
不
法
無
線
局
に
よ
る
混
信
・
妨
害

　

☎
0
3-

6
2
3
8-

1
9
3
9

●
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受
信
障
害  

　

☎
0
3-

6
2
3
8-

1
9
4
5

●
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
受
信
相
談

　

☎
0
3-

6
2
3
8-

1
9
4
4

　

茨
城
県
で
は
、
県
や
市
町
村
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
等
に
お
い
て
相
談
業
務

に
従
事
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
た
め

の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
消
費
者
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
専
門
知
識
の
習
得

に
意
欲
を
持
っ
た
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

◆
開
催
会
場

　

水
戸
合
同
庁
舎

　

水
戸
市
柵
町
1-

3-

1

◆
開
催
日

　

第
1
部　

基
礎
コ
ー
ス
（
2
日
間
）

　

7
／
4
（
土
）、
7
／
5
（
日
）

　

第
2
部　

専
門
コ
ー
ス
（
5
日
間
）

　

 

7
／
11
（
土
）、12
（
日
）、18
（
土
）、

25
（
土
）、
8
／
1
（
土
）

◆
受
講
料
等

　

受
講
料
は
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス
ト

代
は
受
講
者
負
担

　

※ 

9
月
に
土
浦
市
内
で
、
11
月
に
筑

西
市
内
で
同
じ
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

　

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
に

な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限　

6
月
12
日
（
金
）

申
問
茨
城
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

　

〒
3
1
0-

0
8
0
2

　

水
戸
市
柵
町
1-

3-

1

　

水
戸
合
同
庁
舎
内

　

☎
0
2
9-

2
2
4-

4
7
2
2

　

℻  
0
2
9-

2
2
6-

9
1
5
6

　

HP
： http://w

w
w
.pref.ibaraki.

jp/bukyoku/seikan/syose/

　

日
ご
ろ
の
運
動
不
足
と
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
に
、
あ
な
た
も
ゴ
ル
フ
を
は

じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
初
め
て
ク
ラ
ブ

を
に
ぎ
る
方
で
も
、
楽
し
く
コ
ー
ス
で

プ
レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

開
講
日

　

６
月
８
日
〜
７
月
10
日　

毎
週
火
・
金

　

※
初
回
の
６
月
８
日
の
み
月
曜
日

と
な
り
ま
す
。

　

・
都
合
に
よ
り
ド
ラ
イ
バ
ー
は
教

室
の
内
容
に
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

・
教
室
終
了
後
は
レ
ッ
ス
ン
ラ
ウ

ン
ド
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
（
プ
レ
ー
費
は
自
己
負
担
）

時　

間　

午
後
５
時
〜
７
時

会　

場　

　

太
平
洋
ク
ラ
ブ
＆
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ　

　
　
　

美
野
里
コ
ー
ス
内
練
習
場

　
（
６
月
８
日
の
開
講
式
は
農
村
環
境

改
善
セ
ン
タ
ー
）

参
加
対
象

　

一
般
・
市
内
在
住
者
、
市
内
在
勤
者

で
初
心
者
の
方
。

　
（
経
験
10
年
以
下
、
も
し
く
は
コ
ー
ス

で
１
０
０
を
き
っ
た
こ
と
の
な
い
方
）

募
集
人
数

　

20
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

受
付
期
間　

５
月
25
日（
月
）〜
31
日（
日
）

参
加
料　

３
，
０
０
０
円

講　

師　

太
平
洋
ク
ラ
ブ
＆
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
研
修
生

個
人
で
用
意
す
る
も
の　

ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
、
運
動
靴
（
改
善
セ
ン

タ
ー
で
実
施
す
る
開
講
式
の
と
き
は
体

育
館
シ
ュ
ー
ズ
）

申
問
教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
課　

玉
里
海
洋
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
、
希

望
ヶ
丘
公
園
へ
参
加
料
を
添
え
て

直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

☎
４
７

-

０
１
６
７

笹 光 建 設株式会社

新築/増改築/小さなリフォームなど

〒311-3416　茨城県小美玉市与沢253-37
TEL 0299-54-0618　FAX 0299-54-0421

棚一枚でもお気軽にどうぞ！

www.sasamitu.co.jp/
検索ささみつ

文部科学省所管　日本ボールルームダンス連盟認定

小美玉市江戸165-3  ☎0299（48）2568
健康増進・メタボ対策にもどうぞ

社交ダンス
教　室

半澤誠悦・松本悦子
　JBDFプロダンス
　インストラクター

平成 21年 5月 14日　広報おみたま

平
成
21
年
度 
茨
城
県
県
単
造
林

事
業
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す

歯
の
何
で
も
電
話
相
談

電
波
の
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う

「
平
成
21
年
度 

茨
城
県
消
費
生
活

相
談
員
等
養
成
講
座
」
受
講
者
募
集

「
初
心
者
の
た
め
の
ゴ
ル
フ
教
室
」

参
加
者
募
集



◆募集人員　2名
◆応募資格
　 　次のいずれかの資格を有する者、または同資
格を取得する見込みの方で、パソコンの基礎的
操作ができる方。

　１． （独）国民生活センターが認定した「消費
生活専門相談員」の資格

　２． （財）日本産業協会が認定した「消費生活
アドバイザー」の資格

　３． （財）日本消費者協会が認定した「消費生
活コンサルタント」の資格

◆勤務条件
　１．身    　分　消費生活相談員（非常勤嘱託職員）
　２．勤務日時　週 3日
　　　　　　　　午前 8時 30分～午後 5時 30分まで
　３．勤務場所　小美玉市消費生活センター
　　　　　　　　（小美玉市堅倉 835 番地　小美玉市役所内）
　４．勤務内容
　　　 　消費生活に関する相談・苦情（製品・サ

ービス等に関するものを含む）の受付・助
言およびあっ旋、消費者啓発等、その他消
費生活の安定と向上に関すること。

◆報　　酬　日額 10,000 円（※通勤手当無し）
◆選考方法　書類および面接による選考
　　　　　　（面接日は、申込期限後お知らせします。）
◆応募方法
　 　市販の履歴書（写真貼付・本人自筆）、認定
書の写しを 7月 31 日（金）までに小美玉市役
所地域振興課へ持参、または郵送にてお申込み
ください。

　（提出された書類は返却しません。）
◆申込み・問い合わせ
　小美玉市役所　地域振興課　市民安全係
　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835 番地
　☎ 48-1111　内線 1132
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-

２
，０
０
０
円
で
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
が
で
き
ま
す
。

-

　

市
で
は
地
震
に
強
い
、
安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
一

定
の
条
件
を
満
た
す
戸
建
木
造
住
宅
を

対
象
に
、
茨
城
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
を
派
遣
す
る
『
小
美
玉
市
木
造
住
宅

耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
』
を
実
施
し
ま

す
。

◆
対
象
と
な
る
木
造
住
宅
の
要
件

　

①
一
戸
建
て
住
宅
ま
た
は
併
用
住
宅

　
　
（
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
過
半
の
も
の
）

　

② 

昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工

さ
れ
た
住
宅

　

③ 

在
来
軸
組
工
法
、
枠
組
壁
工
法
に

よ
る
木
造
２
階
建
て
以
下
の
住
宅

　

④
延
べ
面
積
が
３
０
㎡
以
上
の
住
宅

◆
対
象
者

　

①
対
象
住
宅
の
所
有
者
か
つ
居
住
者

　

②
市
税
の
滞
納
が
な
い
者

◆
申
込
方
法

　
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
申
込
書
兼
市

税
納
付
状
況
調
査
・
確
認
同
意
書
」
を 

記
入
し
市
役
所
都
市
整
備
課
ま
た
は
各

総
合
窓
口
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
自
己
負
担
金

　

２
，
0
0
0
円
／
戸

◆
申
込
期
限　

７
月
31
日
（
金
）

　
 

21
年
度
対
象
戸
数
は
、
先
着
順
で
50

戸
を
予
定

問
都
市
建
設
部 

都
市
整
備
課
建
築
係

　

☎ 
４
８

-

１
１
１
１

　

内
線
１
４
１
３
・
１
４
１
４

※ 

悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

茨
城
県
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
装

い
、
不
必
要
な
耐
震
診
断
や
改
修
等

を
勧
め
る
悪
質
な
業
者
に
よ
る
勧
誘

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

日　

時　

6
月
7
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
1
時
〜
4
時
30
分

会　

場

　

ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
勝
田
（
ひ
た
ち
な
か

市
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

内　

容

 

・  

医
療
講
演 

「
新
し
い
リ
ウ
マ
チ
治

療
と
問
題
点
」
綾
邊
健
彦
先
生
（
あ

や
べ
内
科
医
院
）

 

・ 

体
験
談「
銀
メ
ダ
ル
ま
で
の
道
の
り
」

神
谷
千
恵
子
氏
（
北
京
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク 

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
）

 

・
療
養
相
談
あ
り 

参
加
費　

無
料
（
参
加
申
込
み
不
要
）

問
㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会

　

茨
城
支
部　

大
井
川

　

☎
0
2
9-

2
7
3-

4
8
9
5

6月6月6月 6月6月6月

◆病気やケガのとき、お医者さんを探す（24時間対応）　☎０２９－２４１－４１９９
◆お子さんが急な病気などで相談したい時（相談時間：午後６時30分～午後10時30分）　☎０２９－２５４－９９００

休日診療当番医(外科)休日診療当番医(外科) 緊急診療所（内科・小児科）緊急診療所（内科・小児科）
緊急診療所（石岡市医師会病院内）☎２３－３５１５

日

7

14

 外　　　科
◆受付  午前９時～11時30分・午後１時～３時30分

夜　間

休　日
6月7日・14日

◆受付　午前９時～11時30分　午後１時～３時30分

6月6日・7日・13日・14日

◆受付 　午後７時～10時30分

渡辺クリニック　　（石岡市）　☎(26)7633

府中クリニック　　（石岡市）　☎(22)2146

防犯・警報・システム機器
ホームセキュリティ　月5,000円～（警報機器、設置工事費別途）

企業セキュリティ・遠隔動画監視システム 防犯整備士により防犯診断など相談承ります。

茨城県小美玉市江戸576番地３（県立中央高校脇）　TEL0299-46-4855　FAX0299-46-4857
中央警備保障株式会社

任せて!!任せて!! 安心安全

広報おみたま　平成 21年 5月 14日

小美玉市消費生活相談員を募集します ! 木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

派
遣
事
業
の
ご
案
内

㈳
日
本
リ
ウ
マ
チ
友
の
会
茨
城
支
部

「
43
周
年
大
会
」
講
演
会



16

裁判員制度とは ??
　裁判員制度は、国民の皆さんに裁判員として刑事裁判に参加してもらい、被告人が有罪かどうか、有罪の場合どのよ
うな刑にするかを裁判員 6人が 3人の裁判官と一緒に決めてもらう制度です。
　裁判の進め方やその内容に国民の視点、感覚が反映されますので、その結果、裁判全体に対する国民の理解が深まり、
裁判がより身近に感じられ、司法への信頼が高まっていくことが期待されています。

　　

5
月
21
日
の
制
度
開
始
以
降
、
事
件
が

起
訴
さ
れ
、
裁
判
の
日
程
が
決
ま
っ
た
段

階
で
、
水
戸
地
方
裁
判
所
は
、
昨
年
の
秋

に
作
成
し
た
裁
判
員
候
補
者
名
簿
（
茨
城

県
内
に
お
い
て
は
7
6
0
0
人
）
の
中
か

ら
、
そ
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
を
く
じ

で
選
び
ま
す
。
く
じ
で
選
ば
れ
る
人
数
は

通
常
1
件
あ
た
り
50
人
か
ら
70
人
程
度
と

な
り
ま
す
。

　

く
じ
で
選
ば
れ
た
裁
判
員
候
補
者
の

方
々
に
は
、
裁
判
員
を
選
ぶ
手
続
（
選
任

手
続
）
の
日
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ

く
た
め
の
お
知
ら
せ
を
、
選
任
手
続
の
日

の
6
週
間
前
ま
で
に
お
送
り
し
ま
す
。
裁

判
員
候
補
者
の
方
々
に
は
あ
わ
せ
て
、
質

問
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

質
問
票
で
は
、
裁
判
が
行
わ
れ
る
日
程

を
前
提
に
、
裁
判
員
と
な
る
こ
と
を
辞
退

す
る
申
し
出
の
有
無
及
び
そ
の
事
情
な
ど

を
お
尋
ね
し
ま
す
。
質
問
票
に
記
載
さ
れ

た
内
容
か
ら
、
辞
退
事
由
に
当
た
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
れ
ば
、
裁
判
所
は
、
事
前

に
辞
退
を
認
め
、
選
任
手
続
の
た
め
に
わ

ざ
わ
ざ
裁
判
所
ま
で
お
越
し
い
た
だ
か
な

く
て
も
よ
い
よ
う
に
し
ま
す
。

　

選
任
手
続
の
当
日
は
、
裁
判
員
と
し
て

参
加
し
て
い
た
だ
く
事
件
の
概
要
を
ご
説

明
し
、
被
告
人
や
被
害
者
と
知
り
合
い
か

な
ど
、
公
平
な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
な
特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う

か
を
お
尋
ね
し
ま
す
。
ま
た
、
改
め
て
、

辞
退
の
ご
希
望
に
つ
い
て
も
お
尋
ね
し
ま

す
の
で
、
こ
の
段
階
で
辞
退
を
申
し
出
て

い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
裁
判
所
は
、
辞
退
が
認
め

ら
れ
る
ご
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
、
公
平

な
裁
判
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な

特
別
な
事
情
が
あ
る
か
ど
う
か
な
ど
を
判

断
し
、
辞
退
な
ど
が
認
め
ら
れ
た
方
以
外

の
裁
判
員
候
補
者
の
中
か
ら
、
く
じ
で
6

人
の
裁
判
員
を
選
び
ま
す
。

　

裁
判
員
候
補
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
や
生

活
の
平
穏
を
守
る
た
め
、
裁
判
員
候
補
者

に
な
っ
た
こ
と
を
公
に
す
る
こ
と
は
法
律

上
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。「
公
に
す
る
」

と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
公
表
す
る

な
ど
、
裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
こ
と
を

不
特
定
多
数
の
人
が
知
り
得
る
状
態
に
す

る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
休
暇
を
取
っ
た
り
、

相
談
を
し
た
り
す
る
た
め
に
会
社
の
上
司

や
同
僚
、
家
族
に
話
を
し
、
書
類
を
見
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
は
全
く
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

裁
判
員
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
後
は
?

質
問
票
と
は
?

選
任
手
続
の
当
日
は
?

裁
判
員
候
補
者
に
な
っ
た
方

は
注
意
く
だ
さ
い
。

  《対象事件の代表例》
1. 殺人罪
2. 強盗致死傷罪
3. 傷害致死罪
4. 危険運転致死罪
5. 現住建造物等放火罪
6. 身の代金目的誘拐罪
　　　　　　など

約５割

約２割

約１割
約２割

２日以内
３日以内
５日以内
５日超

《裁判にかかる日数》
→３日以内が約７割

今月２１日
裁判員制度  スタート！！

今月２１日
裁判員制度 スタート！！

今月２１日
裁判員制度  スタート！！

今月２１日
裁判員制度 スタート！！

裁判員候補者待室

裁判員裁判棟の外観

　裁判員制度の実施後も、皆さまに
さまざまな情報をお知らせしていき
ます。裁判員制度の詳細については、
裁判員制度ウェブサイト http://www.
saibanin.courts.go.jp/ でも紹介してい
ます。 
水戸地方裁判所総務課
     ☎０２９－２２４－８４０８

平成 21年 5月 14日　広報おみたま



『早寝早起き朝ごはん』をすすめるワケ ～体と脳を育む生活リズム～

けんこうビューけんこうビュー

17

　新生活が始まり、「朝なかなか起きられない」「ボーっとしてしたくに時間がかかる」「先生の話を集中して聞
いていられない」と、お困りのお子さんはいませんか ?お子さんの寝る時間は何時頃 ?朝ごはんはきちんと食べ
ていますか ?
　早寝早起きをして、朝ごはんをしっかり食べると、頭も体もしっかり動くようになります。お友達と元気に遊び、
集中して話を聞くようになり、夜、早い時間に寝つけるようになります。
　どうすれば生活リズムを整え、早寝早起きになれるか、ポイントをご紹介します。

  生活リズムの整っていない子　　　　○…食事　△…間食　■…睡眠

　・朝起きられない。したくに時間がかかる。
　・食べ方にムラがある。少食でやせ型。
　・ぼーっとして、集中して先生の話を聞いていられない。
　　いらいらして、友達とけんかをする。
　・夜遅くまで眠らない。布団に入っても寝つけない。

  生活リズムの整っている子

　・早く起きる。朝ごはんをしっかり食べ、したくも早い。
　・集中力が増し、体も頭もしっかり動く。
　　友達とやりとりがよくでき、仲良く遊ぶ。
　　話をよく聞く。
　・昼間活発に動くので、夜は早い時間に寝る。

～生活リズムを整えるポイント～
①まず早起き !! 決まった時間に起こす
②朝はカーテンを開け、日の光を浴び心身ともに目覚めさせる
③起きたらしっかりと朝ごはんを食べる
④昼ごはん、夕ごはんともに決まった時間に。昼寝は早めに。
　 昼ごはんが遅くなり、昼寝が遅くなり、夜寝ないといった悪循環にならないように。夜の寝つきに影響が出な
いよう、15時以後の昼寝は避けましょう。

⑤昼間は元気に外で遊ぶ
　日中の活動は夜の深い睡眠につながります

⑥ぬるめのお風呂で就寝直前のお風呂は避ける
　体温が下がったときに眠りやすくなります。

⑦夜は毎日同じ時間に布団に入る
　 夜 10 時～ 2時までの睡眠は成長ホルモンが 2
倍分泌されます。夜9時頃までには寝ましょう。

⑧「寝る儀式」をつくる
　 ぬいぐるみに「おやすみなさい」のあいさつを
したり、本を読む、子守唄を歌うなど、お子さ
んが安心できる特定の行動をとるとスムーズに
寝付くようになります。寝る少し前に照明は消
し、なるべく静かな環境にしましょう。

0時 ９時 正午 17時 19時 20時 23時

　　 テレビ 　 風呂DVD

0時 ６時 正午10時 18時15時 20時

　　外遊び 　　 　風呂　本

広報おみたま　平成 21年 5月 14日
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小
川
俳
句
会

　

八
十
路
坂
越
し
て
花
見
の
ク
ラ
ス
会
（
タ
イ
ガ
ー
同
窓
会
）　

河
原
井　

美　

代

　

靖
国
に
今
年
も
咲
い
た
さ
く
ら
花　
　
　
　
　
　
　
　

田　

山　

一　

男

　

花
の
下
小
川
の
土
手
に
釣
の
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

内　

田　

と　

み

　

さ
く
ら
花
手
に
触
れ
て
香
を
確
む
る　
　
　
　
　
　
　

国　

友　

信　

子

　

満
開
の
桜
が
染
め
る
歩
道
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

静　

子

み
づ
う
み
俳
句
会

　

半
眼
に
花
見
在お

わ

す
や
野
の
仏　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

令　

子

　

シ
ャ
ボ
ン
玉
森
は
み
ど
り
を
戻
し
お
り　
　
　
　
　
　

笹　

目　
　
　

徹

　

縄
跳
び
の
児
の
頬
染
め
て
風
光
る　
　
　
　
　
　
　
　

長　

島　

久
美
子

　

抱
か
れ
し
嬰や

や

が
眼
で
追
ふ
シ
ャ
ボ
ン
玉　
　
　
　
　
　

中　

島　

恵　

子

　

北
山
の
花
の
坂
道
吹
雪
け
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

榎　

本　

喜
代
子

み
の
り
俳
句
会　
　

　

庭
に
出
て
ほ
ん
の
り
香
る
春
日
か
な　
　
　
　
　
　
　

滑　

川　

き
ぬ
ゑ

　

春
田
道
日
毎
に
殖
え
し
人
の
影　
　
　
　
　
　
　
　
　

井　

坂　

み
つ
ぎ

　

に
わ
と
り
の
鳴
く
声
届
く
春
の
昼　
　
　
　
　
　
　
　

宇
津
野　

岩　

子

　

空
青
く
花
満
開
と
な
り
に
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
名
瀬　

や
え
子

　

土
を
踏
む
春
の
近
づ
く
靴
の
音　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂　
　
　

光　

子

欅
の
会

　

名
に
不
服
あ
り
そ
で
な
さ
そ
犬
ふ
ぐ
り　
　
　
　
　
　

網　

代　

奈
津
江

　

波
騒
ぐ
涸
沼
や
舟
の
影
も
な
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

楢　

原　
　
　

俊

　

今
帰
る
遠
音
き
し
ま
せ
し
じ
み
船　
　
　
　
　
　
　
　

三　

輪　

挺　

子

　

鯉
の
ぼ
り
父
母
の
お
も
い
は
風
の
中　
　
　
　
　
　
　

矢　

口　

冨　

久

　

ド
ラ
マ
め
く
涸
沼
日
和
の
春
日
傘　
　
　
　
　
　
　
　

木　

村　

小
夜
子

く
る
み
俳
句
会

　

雲ひ
ば
り雀
野
に
ま
と
ふ
光
と
お
も
ひ
け
り　
　
　
　
　
　
　

荒　

井　

栗　

山

　

春
古こ

刹さ
つ

孔く
じ
ゃ
く雀
気
ま
ま
に
啼
き
に
け
り　
　
　
　
　
　
　

大　

塚　

幸　

子

　

蔵
の
街
雛ひ

な

の
香
り
に
雛ひ

な

の
風　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅　

場　

久　

子

　

山
住
み
の
煤す

す

け
し
紙
の
春
障
子　
　
　
　
　
　
　
　
　

島　

田　

篁　

村

　

道
の
駅
籠か

ご

一
杯
の
春
野
菜　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚　

田　

文　

江

玉
里
俳
句
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
会

　

初
蛙
映
る
白
雲
泳
ぎ
け
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠　

藤　
　
　

信

　

百
年
の
垂
れ
桜
の
花
ま
ぶ
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

橋　

ひ　

ろ

　

昨
夜
の
雨
上
り
筑
波
に
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　
　
　

生　

駒　

幸　

子

　

糸
桜
お
顔
明
る
き
地
蔵
尊　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野　

口　

初　

江

　

人
の
世
を
は
る
か
か
な
た
に
鳥
帰
る　
　
　
　
　
　
　

亀　

井　

幸　

子

四季の歌
～季節を詠む　時流を詠む～

小
川
短
歌
会

　

古
希
半
ば
尚
農
業
に
真
向
う
と
ハ
ウ
ス
に
南
瓜
茄
子
ト
マ
ト
蒔
く　
　
　
　
　
　
　
　

根　

本　

智
恵
子

　

目
鼻
お
ぼ
ろ
に
風
化
し
る
け
き
石
羅
漢
そ
の
有
る
が
儘
を
冬
日
は
包
む　
　
　
　
　
　

幡　

谷　

啓　

子

　

暖
冬
に
梅
香
は
す
で
に
満
ち
た
る
を
鶯
の
声
の
未
だ
聞
こ
え
ず　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　

本　

長　

治

　

下
脚
障
害
の
夫
と
歩
み
来
し
五
十
年
涙
せ
し
あ
り
喜
び
も
あ
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

石　

田　

は
る
江

　

競
走
馬
を
連
れ
て
ド
バ
イ
に
飛
ぶ
孫
も
日
本
の
繁
栄
に
な
う
一
人
ぞ　
　
　
　
　
　
　

鶴　

町　

俊　

子

み
の
り
短
歌
ク
ラ
ブ

　

お
だ
や
か
な
冬
の
日
差
し
に
つ
つ
ま
れ
て
わ
が
家
の
犬
は
庭
に
寝
て
い
る　
　
　
　
　

白
根
沢　

清　

香

　

老
夫
婦
の
ま
き
し
大
根
み
ど
り
増
し
遠
ま
わ
り
し
て
見
る
は
楽
し
き　
　
　
　
　
　
　

菊　

地　

道　

子

　

サ
ル
ビ
ア
は
冬
日
さ
し
こ
む
窓
際
に
赤
あ
か
咲
き
て
年
を
越
し
た
り　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

充　

孝

　

枯
れ
葦
を
ゆ
ら
す
風
吹
く
巴
川
細
き
流
れ
に
さ
ざ
な
み
の
た
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　

清　

水　

由　

雄

　

嫁
ぎ
ゆ
く
娘
の
幸
を
願
い
つ
つ
今
年
も
飾
る
木
目
込
み
の
ひ
な　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮　

和　

子

み
の
り
短
歌
教
室

　
「
こ
う
折
っ
て
」「
次
こ
う
折
っ
て
」
幼
子
の
指
示
に
二
つ
の
紙
雛
並
ぶ　
　
　
　
　
　

石　

﨑　

絹　

子

　

草
引
け
ば
冬
眠
の
か
え
る
跳
び
出
し
て
夕
闇
せ
ま
る
畑
に
失
せ
ゆ
く　
　
　
　
　
　
　

皆　

藤　

豊　

子

　

常
よ
り
も
早
き
収
穫
目
ざ
さ
む
と
二
週
間
前
い
ん
げ
ん
を
蒔
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

小　

林　

英　

子

　

里
山
に
木
の
実
尽
き
し
か
モ
ズ
の
来
て
啼
き
合
い
な
が
ら
庭
木
を
渡
る　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

ま　

さ

　

応
え
な
く
回
る
庭
先
白
蓮
の
沢
な
る
下
に
友
は
草
引
く　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白　

井　

ふ
く
江

玉
里
短
歌
会

　

卒
業
の
記
念
の
梅
樹
幹
裂
け
る
吾
も
老
い
た
り
足
引
き
て
訪
ぬ　
　
　
　
　
　
　
　
　

高　

柳　

義　

信

　

ひ
と
つ
消
え
ふ
た
つ
消
え
ゆ
く
若
き
日
の
父
に
連
な
る
思
い
出
手
繰
る　
　
　
　
　
　

石　

橋　

吉　

生

　

九
十
の
年
坂
登
り
靖
国
の
九
段
の
花
に
戦
友
偲
ぶ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立　

原　

忠　

次

　

苦
労
せ
し
姉
は
Ｃ
型
肝
炎
と
闘
い
生
き
る
六
十
六
歳　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柴　

野　
　
　

哲

　

春
蘭
の
花
に
五
つ
の
名
が
あ
る
と
新
聞
に
知
る
彼
岸
入
り
の
日　
　
　
　
　
　
　
　
　

平　

野　

ふ　

さ

寄　

稿

　

人
は
み
な
生
れ
な
が
ら
に
授
か
っ
た
宿
命
背
負
い
辿
る
歳
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
庄
治
右
衛
門

　

子
は
無
く
も
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ
て
夫
と
一
緒
の
母
の
日
過
ご
す　
　
　
　
　

平　

澤　

ヒ
ロ
江

【
お
詫
び
と
訂
正
】

前
号
に
掲
載
の
短
歌
と
俳
句
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
訂
正
し
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

小
川
短
歌
会

　

如
月
の
沼
面
を
染
む
る
残
照
は
一
巾
の
帯
と
な
り
て
耀
ふ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

永　

作　

喜
代
子

く
る
み
俳
句
会

　

干
支
絵
馬
の
風
に
揺
る
る
や
春
の
宮　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮　
　
　

登
志
子
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古
墳
と
言
え
ば
、
玉
里
地
区
が
有
名
で
す

が
、
園
部
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、
美
野
里
の
竹

原
地
区
に
入
る
と
、
突
如
と
し
て
六
十
ｍ
に

近
い
前
方
後
円
墳
が
現
れ
ま
す
。
美
野
里
地

区
で
は
最
大
規
模
を
有
す
る
前ぜ
ん
ぽ
う
こ
う
え
ん
ふ
ん

方
後
円
墳
、

羽
黒
古
墳
（
は
ぐ
ろ
こ
ふ
ん
）
で
す
。

　

前
方
部
と
呼
ば
れ
る
部
分
が
細
長
く
後
円

部
に
比
べ
て
高
さ
が
低
い
形
状
を
し
て
い
る

の
が
特
徴
で
、
古
墳
時
代
前
期
（
四
世
紀
）

の
典
型
的
な
前
方
後
円
墳
で
す
。

　

四
世
紀
後
半
に
築
造
さ
れ
た
古
墳
と
考
え

ら
れ
、
前
に
紹
介
し
た
玉
里
の
権ご
ん
げ
ん現
平
だ
い
ら

二

号
墳
よ
り
約
半
世
紀
後
に
築
造
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

こ
の
羽
黒
古
墳
は
、
測
量
調
査
が
行
わ
れ

た
だ
け
で
す
の
で
、
詳
細
は
分
か
っ
て
い
な

い
の
で
す
が
、
小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
る
上

で
、
大
変
重
要
な
古
墳
で
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
は
、
壺つ
ぼ
が
た形
、
器き

台だ
い
が
た形
と
考
え
ら
れ
る

初
期
の
埴は
に
わ輪
が
採
集
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
実
は
四
世
紀
後
半
と
い
う
時
期
、
そ
れ

ほ
ど
埴
輪
が
大
量
に
生
産
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
あ
る
一
定
レ
ベ
ル
の
首
長
の
墓
じ
ゃ
な

い
と
、
埴
輪
が
置
か
れ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、

埴
輪
が
採
集
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
羽
黒
古
墳
に
葬
ら
れ
た
首
長
が
、
あ
る

程
度
広
域
を
支
配
す
る
（
園
部
川
流
域
ぐ
ら

い
の
範
囲
で
し
ょ
う
か
）、
古
墳
時
代
前
期

（
四
世
紀
）
の
有
力
首
長
で
あ
る
こ
と
が
分

か
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
の
古
墳
が
所
在
し
て
い

る
立
地
で
す
。
羽
黒
古
墳
は
園
部
川
河
口

か
ら
七
㎞
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
所
に
あ
り
ま

す
。
つ
ま
り
、
比
較
的
内な
い
り
く陸
の
地
に
あ
る
わ

け
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
時
期
の
大
形
古
墳
は
内
陸
部

に
あ
る
も
の
が
比
較
的
多
い
で
す
。こ
れ
は
、

何
を
意
味
す
る
の
で
し
ょ
う
？

　

そ
の
解
釈
の
一
つ
と
し
て
耕
地
、
と
り
わ

け
水
田
の
開
発
が
、
内
陸
部
を
中
心
に
行
な

わ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
内

陸
の
低
地
は
、
河
口
部
や
海
浜
部
に
比
べ
る

と
、
洪
水
な
ど
の
自
然
災
害
が
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
く
、
し
か
も
、
灌か
ん
が
い漑
設せ
つ

備び

な
ど
も
作
り

や
す
い
地
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

古
墳
時
代
前
期
は
、
南
関
東
や
東
海
、
畿

内
な
ど
の
先
進
地
か
ら
人
が
移
動
し
、
そ
う

し
た
人
達
か
ら
先
進
的
な
技
術
が
一
気
に
入

り
、
耕
地
開
発
が
進
ん
だ
時
期
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
内
陸
部
に
、
い

ち
早
く
、
水
田
開
発
が
進
ん
で
い
っ
た
こ
と

が
、
こ
の
羽
黒
古
墳
の
存
在
か
ら
分
か
る
の

で
す
。

　

さ
て
、
最
後
に
も
う
一
つ
。
羽
黒
古
墳
に

関
係
す
る
貴
重
な
発
掘
調
査
の
成
果
を
ご
紹

介
し
ま
し
ょ
う
。
竹
原
小
学
校
の
一
角
で
、

昨
年
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
際
、
古
墳
時
代

前
期
の
竪た
て
あ
な
し
き

穴
式
住じ
ゅ
う
き
ょ
居
の
跡
か
ら
、
器
台
形
と

思
わ
れ
る
埴
輪
片
が
出
土
し
ま
し
た
。
こ
の

遺
跡
（
竹
原
小
学
校
遺
跡
）
は
、
羽
黒
古
墳

か
ら
約
三
〇
〇
ｍ
離
れ
た
集
し
ゅ
う
ら
く落
遺い

跡せ
き

で
す

が
、
こ
こ
で
羽
黒
古
墳
に
置
か
れ
る
埴
輪
を

製
作
し
て
い
た
か
、
或
い
は
、
羽
黒
古
墳
に

葬
ら
れ
た
首
長
の
い
た
集
落
が
竹
原
小
学
校

遺
跡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。

　

大
変
小
規
模
な
発
掘
調
査
で
あ
る
た
め
、

情
報
が
少
な
く
、
そ
れ
を
断
定
す
る
に
は
至

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
と
て
も
興
味
深
い
成

果
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

羽
黒
古
墳
は
、
市
指
定
史
跡
で
あ
り
、
現

在
公
園
と
し
て
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。一
度
、

足
を
運
ん
で
遥
か
古
代
の
、
有
力
首
長
に
想

像
を
巡
ら
し
て
み
る
の
も
い
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
尚
、
羽
黒
古
墳
採
集
お
よ
び
竹
原
小

学
校
遺
跡
出
土
の
埴
輪
は
、
小
美
玉
市
玉
里

史
料
館
に
て
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

〈
次
回
の
掲
載
は
７
月
号
で
す
〉

【
小
美
玉
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
☎
２
６-

９
１
１
１
】

竹原小学校遺跡出土埴輪

羽黒古墳の全景

羽黒古墳出土の古墳時代前期埴輪
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永
なが

田
た

　真
ま　り　あ

莉亜ちゃん・実
み

寛
ひろ

ちゃん
（平成18年12月25日生、平成20年9月25日生）
◆ お出かけが大好きです ! 早く２
人で一緒に遊びたいな。

浅
野　

香
奈
さ
ん

井樽　直也さん

小
林　

美
貴
さ
ん

市民講座受講生終了作品展
（3月 21日、羽鳥ふれあいセンターにて）

「トーテムポール」
野口　拓丸さん

ハッピー・イースター
卵あそびコンテスト入賞作品第11回

●金賞

●金賞

●金賞

●審査委員長賞 ●NHK会長賞

「あやつりタマゴ人形」
吉川　輝さん

4月 12日　赤身地蔵尊の御縁日祭
　　　　　　　　　　（本田町地内）

★このコーナーでは、
　作品を順次紹介しています。

作 品 紹 介

毎月1日は「交通安全の日」です!毎月1日は「交通安全の日」です!毎月1日は「交通安全の日」です!
　小美玉市交通安全対策協議会（会長：島田穣一市長）では、茨城県交
通安全条例において「交通安全の日」が設定されたことに伴い、毎月1
日の交通安全の日に街頭活動を展開しています。
　5月1日には、小川地区の旧カ
スミ小川店前のT字路で、市交通
安全指導員、交通安全母の会、女
性ドライバー友の会連合会、女
性会連絡協議会の皆さんによる
「ゴールデンウィーク（農繁期）
の交通事故防止」の呼びかけが
行われました。

平成 21年 5月 14日　広報おみたま

茨城空港プレ開港記念
「第１回小美玉ゆめ未来芸術展」入賞

作品紹介

フォトスナップフォトスナップ


